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O

朋

色
は

鳥
髓
の

全
部
に

亘

り
て

白
色

眼
先
き

及

眼
條
は

其
黒

上
部

　
　
嘴
の

根
部
な
る

砌

毛
の

生
際

よ
り

頭
上

、

後

頭
、

頸
、

背
、

　
　
腰
を

經
て

上
尾
筒
に

至
る

迄
純
自
o

翼
も

亦
風
切

、

雨

覆
、

肩
躄
一

體
に

純
白
な
る

が

勅
列
風
切

に

は

極
く
淡
き

桃
色

を
帯
ぷ

叉
次

列
風

切
（

腕
躄
）

の

最
内
側

な
る

數
の

羽
毛
は

中
央
に

黒
色
部
あ

り
。

一
初

列

風
切
の

砌

軸
は

上

面
に

於
て

は

尖
端
の

小

部
を

除
く
外

眞
黒
な

り
。

尾
砌
は

白
色
に

し
て

中
央
二

枚
は

細
ぐ

長
く

延
び
て

其
長
さ

を
異
に

す
、

而
し
て

其

勿

軸
及
此
に

直
接
せ
る

翩
の
一

部
は

上

面

よ
り

見
れ

ば
光
澤
あ
る

眞
黒

色
に

し
て

其
他
の

鴨
部
は

深

紅
（

ω
o

霞一
象

）

な
b
、

此
深
紅
色
は

尾
根
に

向
ひ

約
。。

1
；

9
レ

の

所
よ
り

漸
々

白
色
に

移
り

行
き

終
に

全
く
他
の

尾
羽

ご

同
樣
に

白
色
こ

な
る
、

翩
も

亦
根

部
に

近
く
に

從
ひ

其
巾

を

堆
す

。

下

面
よ
り

勿
軸

を
見
れ

ば

其
色
淡

く

自
色
に

近
し
。
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下
部

　

　

　

　

喉
、

胸
、

腹
を

經
て

下
尾
筒
に

至
る

ま
で

純
白

、

腹
部
の

横

　

　

　

　

側
を
蔽
ふ

筋
の

細
長
き

羽
は

中
央
部
荻
黒
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に
・
し

て
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廣
く
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ら
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。
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に
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日
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簿
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成
鳥
の

外

觀

嘴
は

峰
線
及
會
合
線
に

沿

ひ
だ

る
一

部
及
前
牢
が

黄
色

嘴
根

の

生

際

よ
り

鼻
孔
を

圍
い

て

前
方
凡
。

E

に

至
る

間
は

上
下
兩

嘴
ピ

も
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に
「

黄
ば
み
」

を

帯

び
た

る

茨

黒

色
。

　
　
朋

色
は

鳥
賭
全

部
に

亘
り
て

自
色
に

富
む
o

　
　
眼

先
き

、

眼
條
は

眞
黒

　
　
上
部

　
　
　
　
嘴
の

根
部
な
る

羽
毛
の

生
際
よ
り

頭
上

、

後
頭

、

頸
、

背
、

　
　
　
　
腰
を
經
て

上
尾
筒
に

至
る

迄
自
色
に

む
て

少・
し

く

光
澤
あ
る

　
　
　
　
淡
茶
色
を

帶
ぷ

。

　
　
　
　
翼
の

大
部
は

自
色
に

富
め

ご

も

廟
列
風
切
の

最
砌
の

四

枚
は

　
　
　
　
其
外
鴨

、

勿

軸
及
羽

軸
に

直

接
せ

る

内

翩
の
一

部
眞
黒

な

b
、

　
　
　
　
但
む
内

翩
の

他
の

部
及
各

勿
の

尖
端
は
純
自
。

　
　
　
　
第
五

、

第
⊥

ハ

風

切
に

て

は

筋

軸
及

此
に

沿
ふ

歸
が

少・
し

く
黒

　
　
　
　
色
を
呈
す
る

の

み
、

他
は

皆
純
白
な

り
。

　
　
　
　
其

他
の

廟
列
風
切
は

朋

軸
の

み

眞
黒
な

れ
ざ

も

他
は

皆
臼
色

　
　
　
　
な

り
（

羽
軸
も

尖
端
に

近
け

ば

白
色
と

な

る
）

次
列
風
切
は

純

　
　
　
　
白
に

し
て

砌

軸
は

後
年
に

於
て

眞
黒
な

b
、

次
列

風
切

の

最

　
　
　
　
内
側
な
る

數
枚
は

尖
端
白
色
に
・
し

て

他
の

部
は

純
黒

。

　
　
　
　
耐
网

覆
驚

ほ

大

中
五
ハ

に
宀
口

色
に
・
し

て

小

兩

覆
は
註ハ

色
里
梦
し

、

此
里…

の
　
　

　
色
は

最
後
の

次
列
風
切
の

黒

色
部
及
び

肩
翼
の

黒

色
部
に

績

σ　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
洋

に

て

探

集
せ

ら

れ

れ

る

日

本
の

烏（
小
川
）

下

部
く
o

尾
砌
は

白

色

に

む
て

中
央
の

二

枚
は

細
く

延
長・
し

其
長
さ

を

異
に

す
叉
尾
羽
の

砌

軸
は

上

面
よ
り

見
れ

ば

眞
黒
に
・
し

て
、

鴨
は

淡
橙
黄
色
軽

／5b

（

白
色
に

近
し

）

此
色
は

尾
根
に

近
き
所

に

て

は

漸
々

白
色
に

移
り

行
（
、

下
面
よ
り

見
れ

ば

朋
軸
は

臼
色
に

む
て

翩
の

色
も
一

體
に

淡
し
o

　
　
喉

、

胸
、

腹
を
經
て

下
尾
筒
に

至

る

ま
で

純
白

、

腹
側
を
蔽

　
　
ふ

所
の

細
長
き

砌

毛
は

中
央

部
灰
黒

に

し
て

巾

廣
き

臼
色
を

　
　
以
て

縁
取
ら
る
。

余
の

標

本
は

　
累
o°

こG

ご

　
　
　
　
【」
o
ρ

ー

臣
二
『

（
♂
巨
h
＝

饕一

臣

誹〔
肖

塁
O

昌

　
　
　
　
ご
き゚
ー
−

』
≦一
茸（
w

窰…一
甓
一
¢（
ニ

　
　
　
　
ヱ
ρ

；一

巳
堯

i
ピ
き帥
甘

夛

団
○
°。

『

詫
霞
c°

理
科

大
學
の

標
本
は

　
　
　
　
＝
。
。．
−
−

O
ミ
義
寒、

ミ
9

ミ
ゆ、
§

　
　
　
　

齧
旨
肖

三
霍
o◎

舞
讐

ぎ
冖

o

罩
忌

ε曲．
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日
承

蟹
類

逎

試
（

寺
崎
）

GQO

Φ
“

話
σQ

霧

に

由
れ

ば

　
　

諺

網

8
護
。 ・

需
。

冒
窪
。

＝
三
ω

4 ・

需
。

宙
（
巴
。・

o

財

ぎ
≦
昌

霧
鴪
｝】°

診
三
δ
ω

讐
。゚

と
。゚

ヨ

寓
鐸

O
廿

p
ゴ

8
ご【
6

号
b、

§
山

芝
 
α

゜

巳
 

9（
ム
一
＝

〜

詳

鷲
§
帆

ミ
馬

ミ
渓

ε
39
一

二一
 

こ。

舞
。

hq

署
譬’

　
　
　
　
　
　
（
ω

恩
＝
。

σq
Φ

巨

男
。

零

畧
葛

『

碧
聟
靄
。

］

出

巴
麹。

モ
』
9W

〕

以

上
の

記

轂

に

由
て

日

本
に

於
け
る

此
種
の

出
現

地
ε
・
し

て

合
日

ま
で

知
ら

れ

た
る

地
方
は

　
　

小

笠
原
島

、

加
賀

世
界
に

於
け
る

此
種
の

出

現
地
は

　
　
　
　
＞

9
臼
一

色
o
β

H
 

ξ
葺

臼
H
＝
伽

冨
ロ

Oo

芻
⇔

　
　
　
　
噌
¢

冨
羮

切
ξ
昌
山

∬

oQ
鶏
浮
c
笛 

　
　
　
　
》
『

σQ
 

爭

3
二

6
昌
O
匡
げ

Oh20

≦
（

寧

三
5
の

P

一

般
に

云
へ

ば

　
　
　
　
H

畧
o

蓉
き
賢

夐

『
 

器”

斐
。

。

管
酔
｝冒
 

 

窃
け

8
諺
静

o
篤

翼
o
帽

夢

　
　
　
　
》

日
Φ

甑
o

穿

　
　
　
　
　
　
瓮
暮
冨
げ

7
畧
ω

Φ
d

巳
。。

09

碧

ご

聖
Φ）

余
の

縹
本
の

寸
怯

　
　
　
　
o
×

サ
o

巳
B
 

昌

ー1
堅
 

§

八

甲　　」

　
　
　
　
耄
言
q

日
ゆ
  ．
O

§

　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
日

碧
φ
蛋
盈。

”
ゆ

山
。

茸

　
　
　
　
∋
薗

9
Φ

什

oP

≦
評
＝

o

罫
ヌ・
剰
こQ．
O

。

言

　
　
　
　

蕊

讐

　
　
（

以
上
明
治
三

十

七
年
十
二

月
三

十

日
、

小
川
三

紀

記
）

　
　
　
　
　
　

ー・

ー

　
　
　
　

●
日
本

蟹
類
通
読
　
（

第
二

十
二

回
）

 
　
　
　
　
　
　

．
一
酢

冠，
．

寺
．

・

崎
　
留
　
吉
恥

　
　
　
　

扇
蟹
科
　
×

讐

薮
冖

三

　
　
「

分

類
上
の

位
置
に

就
て

は

通

諡
第
二

十
回
を

見
よ
」

極
め

て

農
き

範
園
の

科
に

し
て

全
弧
殼
類
の

大
部
分
を
領
す

之
れ

を
左
の

如
き

數
族
ご

な

す
o

　
【

甲

殼

圓
く

む
て

横
扁
な

ら
す
・
二

…
−

…

…
：

…
円
『

ま
脂

　
　
甲

殼
横
扁

、

額
部
淺
き

溝
に

よ
つ

て

二

分
せ

ら
れ

一

甲
殼
の

左
右

兩
側
鏡
若

蔽
鈍
な
る

鋸
齒
を
示

し

最
後
の

＝
靉
盡
讐
て

甲

響
里

誉
を
界

支
・

）
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